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○議長（小林哲雄） 

 再開いたします。 

午後３時２０分 

○議長（小林哲雄） 

  引き続き、一般質問を行います。 

１０番、小林秀樹議員、どうぞ。 

○１０番（小林秀樹） 

皆さん、こんにちは。１０番、小林秀樹です。 

今日は、残念ながら低気圧の影響で富士山は姿を消しております。今日は、私は

富士山の世界遺産登録、町はどう考えるかというテーマで質問をさせていただきま

す。 

富士山が世界文化遺産登録になりました。待ち望んだ大事で、周辺自治体はこぞ

って広報表紙を飾りました。直接県の山梨、静岡は一言で言って大騒ぎで、国内、

海外まで富士山が波及しております。今後、ますます、四季折々、富士山を求めて

皆さんが集まってくるでしょう。あるいは、いろいろな情報、それから本、ツアー

等で調査や研究も進んでくるというふうに思われます。 

富士山のネームバリューというのは大変なものだと思います。開成町も、乗り遅

れないように富士山に焦点を当てようではありませんか。開成町は、第五次総合計

画に文化遺産の保全と活用及び広域連携の推進を示しておりますが、富士山に対す

る具体的な施策があるのかを伺いたいと思います。 

一つ、記念冊子「開成町の富士信仰」の普及と活用を。町文化財保護委員会が編

集・発行して無料配付しました。評価と引き合いは強いと思います。先月末の時点

で１８９冊が出たというふうに報道されております。全部で２００冊を用意されて

いるということです。富士講碑は、現物を町内ですから容易に見られます。富士山

とのかかわりを知ったり、文化遺産内容や国内の世界遺産を紹介されているこの冊

子を、ぜひ皆さんに手に取って見ていただきたいなと。特に、この中でＱ＆Ａが子

どもから大人まで楽しめるものとなっております。この機会に、ぜひ皆さんが冊子

に、それから富士山に興味をわかれるように希望します。それから、冊子増刷と広

範な頒布を、さらにしてはいかがかなというふうに考えます。 

二つ、周辺３１市町、私、３１と申し上げたのですが、実際には３２でございま

す、７月広報紙を数えました。開成町はということで、富士山は開成町に非常に近

いのです。地理的な直線距離からいったら４０数キロで、三保の松原が４５キロと

いいますから、ちょうど等距離ぐらいに当たるのです。事実、江戸時代の宝永噴火

は、足柄平野、この開成町にも甚大な被害をもたらしております。これは、ほとん

ど誰でもが知っている事実でございます。第五次総合計画がスタートしております。

広域連携の推進にとっては、大変よい機会であると考えます。交流圏ネットワーク

会議への参加だけならず、このような広報紙での町民に見える連携なども重要であ
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ると考えますが、いかがでございましょうか。 

以上について質問申し上げます。 

○議長（小林哲雄） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

小林議員のご質問にお答えします。 

富士山の世界文化遺産登録は、日本の富士山から世界の富士山となりました。日

ごろから借景し、見ている身近な開成町にとって、大変喜ばしいことだと感じてお

ります。 

最初に一番目のご質問、記念冊子についてですが、富士山の世界文化遺産登録を

機に、町文化財保護委員会が従来の富士山に関する研究を集約し「開成町の富士信

仰」を刊行いたしました。これは、富士信仰の厚い足柄上地域の人々に富士山が古

くから愛されていたことを伝え、読んだ人が今まで以上に富士山を身近に感じて、

富士山を今の美しい姿をとどめながら後世まで残してほしいということを目的にし

ております。この刊行については、広く情報発信するとともに、町おしらせ版に掲

載をしました。 

このことにより神奈川新聞やタウン情報誌にも掲載されるなど反響も大きく、当

初は５０冊作成したものの、町内外からの多くの問い合わせがあり、２００冊に増

刷をしたところであります。今日現在で１９６冊が希望者の手元に渡っております。

あわせて、ホームページ上でダウンロードできるようになっていることから、今後

の増刷計画は今のところ考えておりません。また、冊子の内容が少し難しいことも

あり、誰にでも理解できるように、また広く知っていただくために、わかりやすい

文章等にしたものを平成２６年４月以降に町広報紙へ掲載を行っていきたいと考え

ております。現在は、町ホームページに掲載し、より広い情報提供に努めていると

ころであります。 

次に、広報紙の件についてお答えします。７月の広報紙については、富士山の世

界文化遺産登録決定を祝い、富士山を取り巻く山梨県、静岡県、神奈川県、３県の

３２自治体による共同企画で、「わがまちから見える富士山」と題し７月号の表紙

を富士山で飾ったものであります。今回の企画は山梨県富士吉田市が個別に周辺自

治体の協働を募り実施されたもので、開成町では、呼びかけがあった時点では既に

７月号の表紙が決定していたため、参加することができませんでした。国民的な関

心事を伝える機会を生かせなかった点については、広報を手に取っていただく方へ

の配慮不足であり、今後、同様の機会があった場合には、積極的に参加していきた

いと考えております。 

次に、広域連携の推進についてです。第五次開成町総合計画の広域連携の推進に

も記載しているように、行政課題が複雑・高度化している状況の中で、町が単独で

行っていくことが困難な課題が山積をしております。今後、町民サービスの向上や

効率的な行財政運営を進めていくためには、さまざまな分野で広域連携を進めてい
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く必要があると考えております。富士山を中心とした広域連携としては、ご質問の

とおり、富士箱根伊豆交流圏域の市町村が、圏域の自然環境、歴史・文化等を生か

しながら連携して交流を進め、課題の解決に取り組むことにより活気あふれる圏域

を形成することを目的として、平成１３年に富士箱根伊豆交流圏市町村ネットワー

ク会議、通称ＳＫＹと呼ばれる会議が設立をされました。 

ＳＫＹでは、広域連携推進部会、観光部会、防災部会の３部会を設置し、さまざ

まな連携事業を行っております。今後、ＳＫＹにおいても、富士山の世界文化遺産

登録が決定され圏域への注目が高まっているこの機会を捉え、圏域の活性化や課題

解決に資する取り組みを推進していくことになるものと考えております。現在も、

広報紙やＳＫＹのホームページなど各種の媒体を通じ、富士山を含めた圏域の多彩

な魅力について情報発信しておりますが、今年度は観光部会において、富士山の魅

力を生かした広域的な観光戦略について職員研修が行われる予定でおります。  

また、ＳＫＹ参加市町村によるサミットが隔年で行われております。今年度のサ

ミットのテーマは災害対策であり、圏域内において想定される東海地震や富士山噴

火、台風や集中豪雨による河川の氾濫などについて、改めて共通認識を高めるとと

もに、広域連携による実効性のある災害対策について議論することになっておりま

す。このようなさまざまな取り組みに開成町も積極的に参画し、町の活性化や町民

の安全・安心につなげていきたいと考えております。 

以上です。よろしくお願いします。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

１０番、小林秀樹です。 

まず、富士山信仰の関係なのですが、登山者のこの夏の、終わったのですけれど

も、７月、８月の集計では、今年は２３万３，０００人余りだったということで、

前年に比べて約６％減っているのです。さらに、４年前の２０１０年が最近１０年

間のピークで２６万人だそうです。これは富士吉田口での調査ですから、静岡県側

を含めると倍近くなるのかなと。これは予測です。去年から今年、どうして大幅に

増えなかったのかなというと、どうも富士吉田、あるいはいろいろなマスコミの情

報では、やはり交通規制があったから後半に伸びなかったのだろうということが言

われております。確かに、そうかもしれません。 

ただ、この中でちょっと注目したいのは、馬返しといいますから、これは静岡側

ですかね、大体１合目から２合目のところですね、あそこに石碑があるのです。富

士山の方々に、上りに石碑があるのですけれども、ここの通過者が１．４倍であっ

たと言われています。したがって、少なくとも昨年に比べて多くの人が富士山を目

指したのだろうというふうに考えます。何が言いたいかというと、富士山を遠くか

ら眺めて「ああ、きれいだ、世界遺産だ」というふうなことであったら、これは誰

でもできることなのです。この千載一遇のチャンスを開成町はどう生かすかという
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のが、私は必要ではないかと思います。先ほど来の同僚議員の質問の中にも、観光

ということ、観光資源ということが大変強く主張されていました。富士山そのもの

が観光資源として世界に発信されているわけです。日本の富士山ではないのです。

世界の富士山です。それを近い距離にある開成町は、やはりいろいろな面から生か

すというのが必要。 

まず考えられるのは、開成町が富士山と一番近いという意味では、富士山と酒匂

川の関係だと思います。そこを観光として開成町を売り出す。富士山というのは、

これは押しても引いても動きません。爆発すると、どういうふうに変化するか、こ

れはわかりませんけれども、とにかく３６５日鎮座しているわけですから、あじさ

い祭、あるいは阿波おどり、あるいはスポレクにしても、そのほかの阿波おどりに

しても、開成町として非常に積み重ねた歴史があるのですが、期間限定なのです。

毎年積み重ねて、だんだん大きな集客力になっているのですが、これを逆に、富士

山というものを一つの大きな観光、富士山、酒匂川、それから周辺をメインにして、

その中にあじさい祭がある、あるいは阿波おどりがある、そういう形に考えたらど

うかと思いますが、そういう考え方についての町側のご意見をお聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（小林哲雄） 

企画政策課長。 

○企画政策課長（亀井知之） 

総体のお話なので、企画サイドでお答えをさせていただきたいと思いますけれど

も、確かに、富士山自体、今回、世界遺産登録がなされまして、酒匂川、町中から

富士山の山頂が見える開成町にとっても、非常に大きな話題になるのかなと思って

おります。その意味では、今後、開成町で観光というものに対してどのようなアプ

ローチをしていくのか、それについては、まだ細かいことは決めているわけではご

ざいませんし、はなから、まだ、うちは観光都市、あるいは観光をメインとした町

として売り出しているというわけではございません。観光をどう考えていくかにつ

いては、まだ今後の検討課題なのかなというふうに今のところは認識をしていると

いうことでございます。 

それを踏まえた中で、酒匂川と富士山というのは確かにポイントの一つにはなろ

うかと思いますけれども、先ほどメインのほうは富士吉田口あるいは富士宮口とい

うようなお話もありましたけれども、あくまでも開成町にとっては富士山というの

は百景の一つというふうになっていると。決して、それが頭に来て、富士山をメイ

ンに打ち出していくような体制には恐らくなっていないだろうと思いますし、それ

だけをポイントにして売り出すということは、うちの町では難しいのかなというふ

うに思います。 

ですから、その意味で申し上げますと、やはり周辺の市町、例えば、箱根であり

ますとか南足柄でありますとか山北町、松田町、足柄地域、それから御殿場等を含

めて周遊というものの一環として、２号橋でありますとか、あるいは箱根と南を結
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ぶ道路の開通等を睨んだ中で、開成町にも回っていただくということは当然考えて

いかなければいけないと思います。その中の一つとして、富士山と、それから酒匂

川、あるいは相模湾、あるいは東名とか、ここら辺の観光資源、それを重層的に組

み合わせた中の一つとして売り出していくということは可能だと思いますし、そう

いう施策は今後、打っていくべきものだろうと認識しているということでございま

す。 

以上です。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

富士山と酒匂川はもちろんなのですけれども、例えば、今回の富士山信仰、「開

成町の富士信仰」、この冊子でございますね。確かに、先ほどの町長の答弁にもあ

りましたように、ちょっと見にくいかな、難しいかなという感じはいたします。私

もそう思いました。ただ、そうではないぞと思ったのは、これを持ってこの４カ所

を訪ねても、もちろん意義はあるし、よくわかる。現物を前に、これを見ながら、

開成町内の４カ所ですから非常に短時間で回れるのです。それだけでも非常に意義

あることで、富士山に近づく、あるいは富士信仰に我々が近づくと、町民が近づく

ということが可能だと思います。それを、まず町民がそういう行動をできるような

雰囲気をつくる、それから、それを今度は地域あるいは県内、全国、あるいは、場

合によっては世界に発信すると。 

開成町は、確かに、県内に行っても、あるいは小田原に行っても、「開成町、ど

こにあるの」と言う知らない人が多いです。県内では、開成町はあじさいの町であ

るということを言うと「わかります」と言いますけれども、確かに少なくない人が

あじさいの町と捉えるとわかるのですけれども、もっと富士山というネームバリュ

ーを使って開成町をつなぐと非常にわかりやすい。 

私、この１年、県内をいろいろ自分の私的な用事で回る機会がありまして、その

とき、現在もそうなのですけれども、開成町と言うと必ず「どこにあるの」という

返事が返ってくるのです。箱根の麓です。余りぴんとこない。富士山の近くですと

言うと「ああ、そうか」ということで、それで、あじさいを非常に盛んにしていま

すよと。ですから、小田急を使っての宣伝効果は非常に大きいと思います。ただ、

あじさい祭が終わってしまうと、開成町というのは、よそからはどこかへ行ってし

まったような存在なのです。ですから、これを、年間を通して開成町をアピールし

ながら、その中で開成町のイベントがあるということに考えを転換してはどうかな

というふうに思います。 

そういうことで、先ほどの答弁の中でも周辺との連携ということがありますが、

今までのような連携でなくて、開成町が主導する、そして開成町がリードする連携

というのも考えられると思いますが、町長のお考えを伺いたいと思います。  

○議長（小林哲雄） 
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町長。 

○町長（府川裕一） 

せっかく富士山が世界遺産に登録されたということは、我々開成町にとっても、

富士山が見える町でありますので、これは何とか生かしたいとは思うのですけれど

も、まず、今回、富士信仰という文化財保護の方々がタイムリーな形で出してくれ

たということはすごく大切なことで、我々は広報紙をタイムリーで逃してしまった

ということをすごく反省を実はしております。 

そういった中で、タイムリーな富士信仰を町内の人たちにまず知ってもらうこと

が先ではないかなと。富士山を観光のあれというのもあるのですけれども、我々地

元の人間が地元の富士信仰について知らないというのはやはりまずいのかなと。せ

っかく文化財保護委員の方がこのようなタイムリーな形で出していただいているの

で、まず先に、先ほど小林議員が言われたように、町内の４カ所を回るイベントを

やるとか。先ほどの佐々木議員の中で、写真の人たちはすごくビューポイントを見

つけて撮ると思うので、開成町の中で富士山をどこから撮ったら一番きれいに映る

のかというコンテストをするとか、まずは町内の中から、せっかく富士山が世界遺

産になった以上は、そこから盛り上げていって観光につなげていったらいかがかな

と、今、考えたところであります。 

以上です。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

町内から富士山信仰を広めていくというのには、私も、もろ手を挙げたいと思い

ます。 

そこで、ただ単に町内を回るのにプラスして、例えば、雑巾を持って水筒を持っ

て石碑を洗ってはどうかと。これはちょっと前の言葉になりますけれども、開成町、

きれいなまちづくりをするということで皆さんが取り組んでいるわけですが、ただ

単に道路のごみ、あるいは周辺の草等を拾うということも、もちろん必要ですし、

あるいは今回の指定された富士信仰の碑、石碑などを、たまには洗ってきれいにし

てはどうかなと。石碑そのものが非常に気持ちいいものになると思いますし。それ

を全ての人がもちろんやればいいのですけれども、なかなかそうはいかないので、

やっていくことによって周りにおられる方、あるいは管理する方が、自然とそのよ

うな方向にいくのではないかなと。世界一きれいな石碑ということでも、開成町が

一つはアピールできるようになるのかなというふうに思います。 

それから、もう一つ。最近、「歴女」という言葉を皆さん、ご存じかと思います

が、非常に女性の方が歴史を好んで、そちらの方向に行かれていると。今回、約２

００冊の冊子が出たわけなのですが、頒布分布というか、男女とか年齢とか、ある

いは地域とか、そういうものはわかるでしょうか。それがわかったら、参考までに

教えていただきたいのですけれども。なぜかというと、歴女ではなくて、今度は歴
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史の町、歴町にしたらどうかと、開成町を。今までの二番煎じだと、なかなかアピ

ールできないのです。開成町は富士信仰のおかげでリバイバルしてきたと、多くの

町民が石碑を愛し、それから多くの町民が歴史を振り返って開成町を新しい町、歴

史の町として考えている、取り組んでいるということも一つはあるのではないかと

いうふうに思います。富士信仰の石碑の指定によって、非常に大きな変化が期待で

きると思います。富士信仰については以上で終わりますので、先ほどの頒布の分布

と町の歴史に対する取り組みについて、いま一度、ご答弁がありましたらお願いし

たいと思います。 

○議長（小林哲雄） 

教育総務課長。 

○教育総務課長（井上 新） 

開成町の富士信仰の関係でございますので、教育委員会からお答えをさせていた

だきますけれども、まず１点。頒布の状況ですけれども、先ほど町長答弁がござい

ましたけれども、今日現在で１９６部、既に出ております。内訳としては、町内が

１４５部、町外が５１部という形で、これ町外の方は神奈川新聞であったりとかタ

ウン誌であったりとか、そういったところの情報で取りに来られた方がほとんどと

いうことで、当初は送ってくださいというようなお話が多かったのですけれども、

とても対応がし切れずに、こちらに来ていただくのであれば渡しますという状況で

お話をさせていただきました。 

今回、予算のない中で、急遽、手づくりでやらせていただきましたので、先ほど

答弁がございましたとおり、２００部で打ち切りをさせていただきながらホームペ

ージ上にアップをさせていただいておりますので、そちらから必要な場合はという

形でご案内をさせていただいております。今現在も若干、枚数はございますので、

取りに来られている方はお渡しをしているという状況です。 

それで、あと男性女性とか、その辺の区分ですけれども、男性女性というよりも、

やはり年配の方、歴史に興味をお持ちの方が圧倒的に多い状況ですということは、

お伝えをしたいというふうに思います。あと、取りに来られた方の中にも、実際に

開成町で富士信仰、富士講をやっていたグループさん、昔はこういうのがあったの

だよというようなお話をいただいたりとか、いろいろ、その後のそういった情報も

お寄せいただいたという経過がございます。 

そして、ご提案の中で石碑等をちょっと磨いてきれいにしたらと、開成町、きれ

いなまちづくりということもあるということで、そういったご提案なのですけれど

も、ご承知のとおり、富士塚であったりとか、そういったものに限らず、開成町、

道祖神碑であったりとか庚申塔、水神碑、馬頭観音、さまざまな石碑を抱えてござ

います。それと、公共の場にあるものばかりではなくて、民地であったりとか、そ

ういったところにもございますので、状況的には、ご好意によって、そういったも

のは行っていくものかなというふうに思っているところでございます。  

以上でございます。 
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○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

歴史の町をつくろうということについての見解は、いかがでしょうか。 

○議長（小林哲雄） 

よろしいですか。歴町です。 

教育総務課長。 

○教育総務課長（井上 新） 

歴史の町といったところでは、大変大きな課題かなというふうには思うのですけ

れども、そこまでの回答にならないかもしれませんけれども、今回の開成町の富士

信仰、先ほど町長答弁がございましたとおり、多くの方に知っていただこうという

ことで、今回、冊子のほうはおつくりしたのですけれども、今までの状況をまとめ

させていただいたという経過がありまして、ちょっと専門的な内容になってござい

ます。来年度になってしまうのですけれども、広報紙のほうに、かみ砕いて、もう

ちょっとわかりやすく、子どもにもわかるような内容にして連載をしていきたいと

いうことで、文化財保護委員さんも交えて、そういった方向で今、調整をとらせて

いただいているところでございまして。部分的にはなりますけれども、そういった

歴史、開成町の富士信仰といった部分ではＰＲをしていきたいと考えております。  

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

それでは、次の広報紙のことについてお伺いしたいと思います。 

７月の広報紙は、残念なことに開成町の富士山が見られなかったと。これは開成

町だけではなくて、近隣では山北もそうですし、松田町はちょっと別の形で出てお

りましたのですが、ちょっと気になるところです。 

そこで、開成町の広報紙が既に間に合わなかったというふうなこともあるのでし

ょうが、その間に合わなかったという中身なのですけれども、例えば、５月の締め

切りに間に合わなかったのか、それとも、どういうふうな、写真が間に合わなかっ

たのかわかりませんが、５月の小学校入学式というのは４月５日の入学式が写真に

なっているわけです。それから、６月の自治会対抗の女子ソフト、これは５月１２

日に行っているわけです。これが６月の表紙になっています。それで、７月は６月

１４日の南小学校わきでの植樹なのです。これは、６月１４日であっても７月の表

紙に間に合っているのです。８月が幼児のプール、それから９月が中学生のゲート

ボール、これは８月４日ということで、８月の第１週ないし第２週でやった行事に

ついては十分間に合っているのですが、その辺のタイミングのずれというのをどう

いうふうに解釈したらいいか、ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（小林哲雄） 

自治活動応援課長。 
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○自治活動応援課長（岩本浩二） 

議員のほうのご質問のほうにお答えさせていただきます。 

時間的な話ということではなくて、もう既に編集作業に入っていた６月の段階で

富士吉田市からこちらの情報が入ったということで、私どもが編集の作業に入って

いる過程の中での情報提供だったということで、その部分で作業工程の中にその作

業を入れることができなかったということでございます。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

今、タウンニュースが手元に以前のがあるのですが、それと神奈川新聞があるの

ですが、この両方のタイミングがちょっとずれているのです。違うかな。ごめんな

さい。それは富士信仰そのものの冊子をつくることについてですから、これは今、

訂正いたします。 

例えば、何か緊急事態が起こったということでの編集し直しとか編集を急遽、変

えるとか、そういうことは通常やると思いますが、内容によりけりですよね。まし

てや、表紙の。記事の内容ですと、非常にレイアウトとか字数とか本文とかという

ことで制限があると思いますので厄介なのですけれども、比較的、表紙では入れか

えというのが可能ではないかなというふうに素人ながら考えるのです。そういう意

味での、既に編集が始まって方針が決まっていたということというのは、富士山遺

産登録を掲載するよりも、今回の開成の杜をつくるための植樹を表紙に載せるほう

が開成町としてはアピールしたかったと、そういうことなのでしょうか。  

○議長（小林哲雄） 

自治活動応援課長。 

○自治活動応援課長（岩本浩二） 

お答えします。 

今、ご指摘のとおり、差しかえが緊急でできなかったのかというようなお話です

けれども、１００％不可能だったのかということであれば、そこは可能であったの

だろうというふうに思いますが、そのときの判断で富士山よりも杜づくりを優先し

たというようなことでございます。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

それでしたら、そのように受けとめたいというふうに思います。 

聞くところによりますと、広報紙の編集というか、広報紙を改善しようという動

きで町側が既に取り組んでおられるということを伺っています。これは、いつから

取り組まれて、例えば、今回のようなことが入っても、それに対応できるのかどう

か。それで、いつまで広報紙の検討チームがチームとして動いておられるのか、ま

ず、それを伺いたいと思います。 
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○議長（小林哲雄） 

副町長。 

○副町長（小澤 均） 

ご指摘いただいているとおり、まず、広報紙そのものを誰に向けてつくるのかと

いうことが、やはり一番基本の部分にあるのかなというふうに思います。三役部長

会議が終わった後に、今年から、そういった広報紙の編集会議ということで、広報

紙の全体的な、何月号でどういうふうな記事を掲載するのか、表紙のことも含めて、

事前にそういった議論をする場面を設けました。 

ご指摘いただいている富士山の世界登録のタイミングの中で逸してしまったとい

ったことは、以後、ほかの近隣の県内のそういう自治体の中では統一的にそういっ

たことを採用しているといったことがありますので、これは開成町の部分だけでは

なくて、足柄地域ですとか県西地域ですとか、そういった部分の中で盛り上げてい

くというふうな、それぞれ、いわゆるＳＫＹとか、そういった構成市町の中では取

り組みをずっと並行してきてやっているわけですから、そういうことを踏まえて、

世界遺産登録の中で広報紙に表紙を掲載して、町民とともに、また地域のそういっ

た盛り上がりを意識して掲載をすべきであったという議論は、その会議の中でやっ

てございます。 

課長のほうで、編集のタイミング、事前の調整の中で、そういうことがなかなか

できにくかった、間に合わなかったというふうなお答えをしましたけれども、以後、

そういったことがないように、できるだけいろいろアンテナを張りながら、町民に

向けてどういう発信をしたらいいのかということを意識して作成をしていきたいと

いうふうに思います。 

以上です。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

私のイメージとはちょっと違っていたかなと思いまして。私のイメージは、新た

に町の編成会議というのが、再編会議というのですか、今までの広報紙と別なもの

をつくっていこうやという新たな編集会議かなというふうに思いましたのですが、

そうではなくて、今までの編集の中で三役部長会議の後に皆さんで検討を加えると

いうことのようですね。 

そうすると、今、ご答弁にもありましたけれども、今回のような、一つには、や

はり部門間、あるいは情報がどこかで途切れたとか余りよく伝わっていなかったと

か、そういうことも考えられるのですが、そういうことが今後は改善されていくと

いうふうに考えてよろしいわけですね。 

○議長（小林哲雄） 

副町長。 

○副町長（小澤 均） 
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ちょっと説明が足りなかったところがあるのですけれども、いわゆる広報紙全般

の何月号にどういった記事を掲載していくだとか、年間のベースの中で、例えば健

康シリーズですとか、そういったテーマ性のあるものについての年間スケジュール

等については、三役部長のレベルではなくて、作業部会的なレベルの中で以前から

編集会議というのは持っております。三役部長会議の後に行っている編集について

の会議の中身とすれば、やはり、今、言われたようなタイムリー性ですとか、町民

に向けて、どういうふうな啓発記事を載せていったらいいのか、どういうことを町

として推進していることを伝えたらいいのか、そういったことの大枠のところで議

論をしているというふうにご理解いただきたいと思います。具体的な個別の所管ご

との記事の掲載の部分については、主幹クラスの中でそういったものを練っている

ということを持ち合わせていますので、ご了解いただきたいと思います。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

理解するところです。 

広報紙は、非常に重要な役割を担っていると思います。これは私の口から言うこ

とでもないのですけれども、３年前のアンケートでも７０％以上の方が広報紙に目

を通しているということで、非常に町民は期待しているわけです。ですから、その

町民の期待に応えるようなことを編集会議、それから三役部長会議で進めていこう

ということでは理解できるところです。 

それで、表紙、あるいは本誌も同じなのですけれども、表紙のカラー化を年を通

して進めていただきたいなと。中身、あるいは表紙の写真がよくても、カラー化で

ないと何か半減してしまうのです。予算の関係もあるのですが、ぜひ補正でも組ん

でいただいて、それほど大きな金額ではないというふうに私は想像するのですけれ

ども、カラー化、それから本誌のほうは２色刷り、あるいは３色刷りで対応すれば、

非常に町民向けに新たな開成広報として訴えることができるのではないかなという

ふうに思います。これは議会だよりも同じことが言えるのですが、まず、開成の広

報紙から、ぜひ取り組んでいただけないかなというふうに考えます。そのことを一

言申し上げて、そのご返事をいただいて、私の質問を終わりたいと思います。  

○議長（小林哲雄） 

若干、質問項目と違いますが、認めます。 

副町長。 

○副町長（小澤 均） 

予算の査定の中でも、担当課のほうの要望とすれば、やはり町民の方にとって見

やすい広報紙を作成していきたい、できればカラー化を図りたいという要望が上が

ります。経費節減の中で、そういったものは白黒でもモノクロでもいいのではない

かというふうな判断の中で現状にしてあります。年間を通じて全てカラー化にする

ほうがいいのか、それとも経費の削減に努めるほうがいいのか、町民からの意見と
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しても両方ございます。カラーでなくてもいいのではないかというふうなご意見も

あります。そういうことを総合的に斟酌、判断して、見やすい形で広報紙を作成し

ていくという視点の中で詰めていきたいというふうに考えます。 

以上です。 

○議長（小林哲雄） 

小林秀樹議員。 

○１０番（小林秀樹） 

終わります。 

○議長（小林哲雄） 

本日の一般質問は全て終了いたしました。残りの一般質問は明日、行います。 

本日は、これにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

                    午後 ４時０６分 散会 

 

 


